研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　　　南山苑　　　　　　　職　種　　　介護　　　　　氏　名　吉田　美佳

	期　　間　　平成　19　年　10　月　　21日　～　平成　19　年　10　月　21　日

	出張目的　青森県老人保健研究会出席の為

	出 張 先　青森市民ホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


　　【考察】

　　

　　今回、南山苑通所リハGの研究発表の為に研修に参加しました。「食事を通しての役割作り」は南陽館オープンに伴い食事の提供方法を変更した事を研究のテーマにしました。私達の発表は午前のプログラムの3番目で、少し緊張しましたが、練習の成果もあり、6分という制限時間は多少オーバーしたものの、終了後2施設の職員の方から質問があり、私達の研究に対して関心を寄せて頂いたと感じました。その後は他施設の研究発表を聞き、各施設とも様々な課題、研究に取り組んでおり、とても参考になりました。

午後は特別講演の「我が国の医療制度と療養病床」「療養病床の転換と今後の介護老人保健施設」「療養病床どうなる、どうする」の3講演を聞かせて頂きました。講演は私達の日頃の業務に直結したもので、感慨深かい内容でした。特に今後老人保健施設はどんな役割を担っていけばよいのか改めて考えせられる内容でした。その後の厚生労働省、全日本医師会会長、全老健会長などのパネルディスカッションでの白熱した討論はまさに現在の問題点や、これからの医療、介護の課題や行政の役割など、様々な立場のご意見を拝聴でき、多少自分にとっては難しい内容ではありましたが、めったにない機会を与えて頂いたと思います。

　　

　　【研修要旨】　　特に印象に残った演題

　演題：「グループホームを身近に」～地域交流へ向けての取り組み

　　　　　グループホーム　あしたばの家

　現在、地域との交流が重要とされている中、慰問や外出行事での付き添いボランティアなど殆どが受身の状態であったという。そこで地域の方に、もっと身近にあしたばの家を知って頂く為に、積極的にこちらから外に出て行く、という発想に至ったとの事。最初は、入居者、職員共に手探りの状態で始めた事と察しますが、保育園への訪問、地域の商店への買い物等、実際の写真を見たところ、保育園ではどの方も小さい子供と触れ合い目を細め、買い物では自分の好きな物を選びながら、生き生きとした顔をされているのが、とても印象的でした。

　グループホームでの毎日決まった、あまり変化のない生活から「こちらから外へ出て行こう」との職員の発想の転換がすばらしいと感じました。地域との交流はともすれば、同じ事を繰り返すだけに留まってしまいがちですが、この事は私たち南陽館の利用者様と初めてみたいと考えました。

　演題：「私は飼育係」～滞在意識を引き出して～

　　　　　介護老人保健施設　しらかみのさと

　事例に挙げられた方は、定年退職後間もなく親しい知人を亡くし認知症症状が出現したという81歳の男性です。社会（会社の定年）での役割の喪失、更に親しい人の死という2重苦を味わい、施設に入所しても、集団活動やレクリエーションへは参加されず、他者や職員に対し暴力行為も時折見られていたとの事です。しかしその方が以前魚を育てる職についていた事、フロアにある水槽に職員が餌をあげる所を見つめていた事、などから男性に水槽の金魚に餌を与える仕事を頼みました。

　初めは頑なに嫌がっていたものの、人間の本質は体に染み付いていたのか、少しすると餌をあげてくれたそうです。そのことがきっかけとなり、暫くすると集団活動やレクリエーションへの参加など、日々の行動にも変化が見られてきました。

　この研究は、私たち通所リハGで発表した、「食事を通しての役割作り」とも共通する内容だと感じました。南陽館では主に女性の方たちが、昔の台所仕事を思い出して頂き、米研ぎ等をしてもらっていますが、今後は男性の方たちの役割作りにこの事を参考にしたいと考えました。

　

今回の研修に参加し、一番強く感じたことは、「発想の転換」という事です。毎日同じ業務を進め、頭が固くなっていると反省させられました。今後は利用者の方に変化のある生活、また高齢者が生き生きとした生活が送れるお手伝いが出来るよう、更に努力をして行きたいと思います。
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